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｢ こ こ弓 ･ か らだ ･ い の ち の再生 ｣
～ 東 北 の 作 興 と 由 り ス テ イ ヤ ウ 医 療 の 未 来 ～

蒼災から 3 年 ､ 私たちがい つ も全体の つ ながりの 中に在ること ､ より厳しくなる社会環境の 中で健やか に生き

抜くため に何か新たな指標が必要なことに ､ 多くの 人が気付い てい ます｡ 協会会長の 帯津良 一

氏と北海道 ･ 東北

で活躍するリ
ー

ダ ー をお迎えし て ､ それぞれの ｢ 医｣ や 生き方 へ の 取り相み を熱く深く括 っ て い ただ きます ｡

講 漬 人 に 寄 り 添 う ｢ 底 ｣ へ の 取 り 繊欄

5 月 31 日 ( 土) 開場 12 : 00

薮こ､ 13 : 00
- 1 4 :30 帯津 良 一

# 達 三 敵病陵 名誉虎恩 ( 川奴 市)

今 の 医療は ､ 治 し にウ ェ イ トを嵐きすぎ

たために癒しと コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が手

薄に なり ､ 本来 のl且も りが失われ て し 去

っ て い ます｡ 隆康は善で病は悪と い う考

えは寂し い で すね
｡
問わ れる の は

､ 病 の

中 で い か に よ り良く生きるかな の で す 〔

柑 : 00 ー 1 6 : 卸 朴澤 孝治
朴蕩茸 ▲咽 削 ･ 鰻 拗 セン タ ー

T O L 純 血 台1鴨)

2(l 世紀 の 医学 の進歩で ､ 私 た ちの 寿命 は

飛躍的に伸びた 一 方 ､ ア レ ル ギ ー ね ど悼

性疾患には対症的な薬物治療が行われ ､

薬淡け医療と批判され て い ま す ｡ 2 1 他紀

の 根 本的な治癒を目指す医嫁と し て ､ ホ

リ ス テ ィ ッ ク 医療を私は推挙し圭 す べ

つ - ス展示
私≡…芝諾…言｡

5 月 31 日 ( 土) 1 2 : 0 0 ～ け: 30

6 月 1 日 ( 日) 10 :00 ～ 17 :00

■会員の ブ ー ス展示 とブ ー ス セ ッ ショ ン

◇被災地支援活動などの 報告 ､ 会員寄稿集 の配布

◇ ヘ ル ス ケ ア や統合医療プ ロ グラムの紹介

■協会ブ ー ス

◇会報誌 ( ニ ュ ー ス レ タ ー ･ マ ガジ ン) の 頒 布

◇講廟著書の サイ ン 付き特別販売

8 月 1 日 ( 日) 開場1 0 : 00

10 :30 - 1 と 00 西 谷 雅史

響きの 吐クリ ニ ッ クl象長 ( 札幌南)

人間 は 内外 の ストレ ス により身体の 恒常性

を保てなくなっ たとき に病気占こなり､ 病 気 は

穂状として現れ てきます
｡
従 っ て 本 当 に病

気を治 す に は ､ 結 果として の 症状を和らげ

るだけでなく根本原因 であるストレ ス に対す

るアプ ロ
ー

チ が必要 です｡

13 :00 ■ - 14 :30 上原 忍

島の三岳歯科 医院随長 ( 宮城県亘理町

ここ コ0 年程 ､ ホリス ティッ ク(包括的)な考え方

を取り入れ ､ 診媛に応用してきました｡ そ の

過 程で出会 っ たの が ､ 気 診や へ ミシ ン クで

す｡ こ れらはス ピリチ ュ アリズ ム による身体親

等とも関連L ､ 更に 震 災体験 でより進展した

ように感じられ宝十 ｡

河 臓
ホりス宇 = サ喀暮ら しと鑑■を

集札するた朗に

6 月 1 日 ( 日) 15 : 00 ～ 1 6 : 30

安珠 × 朴薄 孝治
∈a 止h S -･トル ー ム 主

ホ リ ス テ ィ ッ ク 医療 の 実現には .
医療者

の 頑張り の みならず､ 市民 ひ と り ひ とり

の ホ リ ス テ ィ ッ ク な意漁 が 欠か せ な い も

の とな り ます
p
3 , 11 (7 ) 大原 災輌後 の 健康

- ､ の 老熟 の 変化を再酪鈍 し ､ 今後 の 市民 ､

セ ラ ピ ス ト ､ 医 療者 の ネ ッ ト ワ ー ー

ク の あ

り 方などを考えます ､,

〔開催日〕 201 4 年 5 月 31 日( 土) 1 2 =0 0 ～ け 3 0
･ 6 月 1 日( 日) 10 :0 0 ～ H 二0 0

〔参加費〕 ⊥旦‥会員 3 .0 0 0 円 ､

一

般 4 , 0 0 0 円 2 日通し: 会員 5 .0 0 0 円 ､

一

般 6 . 0 00 円 ( 馳 一 消

〔会 場〕 東京エ レクトロンホ ー

ル宮城 ( 宮城県民会館) 〔定 員】1 60 名 ( 申込み先着順)

〔主 催〕 特定非営利活動法人 日本ホリスティッ ク医学協会 北日本支部

※生活曹慎網干肪欄欄士は､ 盤シンポジウム●加 で(一 日もしくは 2 日間 の 何れ でも柑 ■位取得できます｡ お申込み は裏 面
へ ⇒



ホリス テ ィ ッ ク医学シ ンポジウム 201 4 i n 仙台 ｢ こ こ ろ ･ か らだ ･ いの ち の再生 j

※生活習慣■予防指導士は ､ 当シ ンポジウム 事加 で( 1 日 もしくは 2 日 間 の 何れで も)3 ■位取得できます ｡

【日時】 甜 1 4 年5 月ユ1 日 ( 土) 1 2: 0 0 ～ 1 7 :3 0

6 月 1 日 ( 巳) 1 0: 0 0 ～ 1 7 : 00

【会場】 東京エ レクトロンホ ー

ル宮城( 宮城県民会館) 6 F

仙台市膏薬区国分町 3-: ト7 T E L O ヱ2 - 2 2 5 1 削 1

( 交通) 地 下 鉄勾当台 公武駅下車 公園 3 出 U より徒歩:1 分

附 帯緋ぞ
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1 忠義庁

驚欝エレクトロ ンホ ー ル宮城
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上∫ 患 うえ は ら しの ぶ

鳥 の 満 船科 医院 院 長 ( 併城 県 白二理

郡) u 附科慄 ･

僻学 博 士

1 95 2 年群上等県生 まれ =
冒2 年 東北大

学歯 学 部卒業∫

.
g 8 年 に 胞鎖 軋突筋 を

用 い て 診断 ･

治療 をす る鍼 灸 気診研

究 会 レト田一医 師 主催) に 入 会
)
¢8

年 9 月 モ ン ロ
ー

研 究所 √粟国) の ヘ

ミ シ ン ク ･ ワ ー･- ク に 参 加 し ､ 現 在 ､

宅 診 と ヘ ミ シ ン タ を診 軌 こ 応用 し

て い る
｡ 著書 『ヘ ミ シ ン ク に よる未

来性体験』( 文芸 仕) 『ヘ ミ シ ン クと
ス ピ リ チ ュ ア リ ズ ム』 は 芸杜) .

安珠 あ ん じ ゆ
1 96 ･1 rl二福島 出生 まれ ｣ 1 99 6 年 上 り 叙京 て ア ロ マ

セ ラ ピ ス トと して 括軌 を始 れ ､ 都内 で ス トレ ス ケ
ア の ため の セ ッ シ ョ ン ル

ー ム を開漂 ､ 精 神 科
･

心

療 内科 で もア ロ マ テ ラ ピー轟七爽 践｡ 自 然 共生 の 暮
らし を日撤 して 2( 氾9 年 に義解モ動こ移 往 し食や エ

ネ ル ギ
ー

の 自給 な どに 挑戦｡ 3 . 1 1 後 は ､ 人々 の 抵

藤を解決 ナる対 話 の 協の オ ー ･

ガ ナ イ ズ や . 古 い 建

物 を コ ミ ュ ニ テ ィ ス ペ ー ス とし て 再生 させ る ｢ こ

び っ と ′ ､ ウス プ ロ ジ ェ ク ト｣ に 取 り 組 む_一 仲間 と
と もに 作 り 上げ る プ ロ セ ス せ大 軌 こ し

､
R 的指向

で 何 か を置 き 去り に し て きた 世 界 か ら ､ 全体 性 を

大事 に す る薪 い ､ 世界 を励l遭 す べ く 活動 中 ｡

【出演者プロフ ィ ー ル】

幕藩 良
一

お ぴ つ り よ う い ち

ユ93 6 年 生 ま】も｡ 東 京大 学 医学部 卒莱｡ 瞑学博 七 倍 津
三 敬 病 院名 簿院 長 ､ 斬津三 敬 塾ク リ ニ ッ タ主 宰 ､ 日 本
ホ リ ス テ ィ ッ ク 医 学協会会一軋 西洋医 学 だけ で な く .

中 国医 学 ､
ホ メ オ パ シ

ー

､ 代 棲医棟 な どを取 り 入 れ
､

人間 を ま る ごと と ら え るホ リ ス テ ィ ッ ク 医 学 の 確 立

を目 指 して い る
〔
主 な笹寄に r 死を 生き る｣ ( 聞日 出版

杜) ､ ｢ ホ リス テ ィ ッ ク医学 入 門｣ ( 角川 醤卿 ､

｢ 万物 を

敬 う｣ ( 春秋 杜) ､ 共著 ｢ 健康 問答｣ ( 平 凡 社ラ イブ ラ リ

ー) ほ か 多 数

西谷 雅史 に し や まさ し
潮 沌 隼照 京 生 まj l - 北 海 道 大学医 学群 車 掌諸 学甘 上

響き の 杜 ケ リ ニ ･ノ ク 院 長 ｡ 11 Å庵 科婦 人科 学 会 嘩 門

医 ､
r
二

l 本 東洋 医学 学会 咋 門阪 ホ ロ トロ ビ ソ ク ･

ネ ッ

ト
■7 - 一

ク 札幌 代 表 ､
日 本ホ リ ス テ ィ ッ ク医 学協 会北 海

道 華 桔栂 長∴ 心 と か らだ ､ 心と 心
､
人と 環境 ､

す べ て

カミ戦 き∈巨 ) た とき に 人は 初 め て 健 鹿 に =生き る こ と が

で き る｣ を 風合と L た ク リ ニ ノ ク を開院 L ､ 気功 ∴ 7

ラ ワーーエ ッ セ ン ス な どを取 り 入j L た 統 合医療 を賽 銭e
柄 気 を題級の 成 長 の た め の 気づ きと 捉え ､ 人間 に本 来

備 わ っ て い る自然 治 癒 力 を 発揮 で き る搾 標と 衣食 住
の ネ ン ト ワー ク づ く り に 力 を 入れ て い ろ

朴渾 弓闘旨 ほ う ぎわ こ う じ
朴渾 耳 鼻咽 喉科 ･

総 合瞑額セ ン タ ー一丁r e{ ･ O r L 汀 e 院 長 ､

東｣ヒ大字 病 院 臨床 放校 / l-】 本気 管 食道 科学 台 秤議 員/
円本ホ メ オ / くシ仙学 会 医 触 範会 見 . 英国 ホ メ オパ シ

ー

学 会静 夜匪 ､ 日 本ホ メ オ パ シ
ー･ ･ 医 学会 馴 晒 ､

日 本 ア

亡7 マ 界塘 路会 ア ロ ･

て
′

テ ラ ピ
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ア ドバ イ ザ ー

｡ 架国 ハ
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ド大学甜掌 中 の 基礎 研 究成 果 ､ 東 北 大学 大学病 院

助教 授 ､ 仙 郎土会 保険 病院院長 補佐 な ど長 年 に わ た る
臨床 撞験 を蜃

_
. とに 広 く耳 舟咽喉 科 ‥

絞 の 診堰 を行 う
.

2 0 1 1 年 2 月 に 朴 渾耳 鼻咽 喉 科 を開 院
.
同 時 こ

､
耳姻 に
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ー

な どの 補 完医 頼も症 例 に 応 こて 採 用 す る統 合医態セ
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お名前 (会員 NO .

ご連絡先ご住所 〒

※確実にチケットが届く住所をお書き下さい ｡
ご連絡先 E一佃 il

※勒当申込み□ にチ ェ ック を入れてください ｡

◆5 月 31 日 ( 口会員 3 . 00 0 円 ロ ー 般4 . 000 円 )
合計 ( ) 円 振込 み予定 日 ノ

◆6 月 1 日 ( 口金員3 ･
0 00 円 口 一 般 4 ･

0 00 円 ) ◆2 日Ⅷ ( 口金 咽 )

◆懇親会参加 □希望する ※3一 日 - 9 時 ～ 2 1 時予定( 食 酢 レ ストラン〉､ 講師 多数出席､ 4 .0 00 円 程度く当日 創 文) ､
免 暮 知 名 膿 章

【申込み方法】 上 紗 こご記入 のうえ F A X で ､ または上記■項をお暮きのうえ ト 佃 il で お申込み下さい ｡
お申込み 後･ 参加費を下記の 郵便振替口座にお振込みください ｡ 郵 師 月= 0 日

●郵便振替 0 2 2 g O - 7 - 8 9 3 5 3 ※通債欄に ｢ シ ンポジウム参加 ｣ とお暮きください ｡
口 座 名義 : 日 本ホ リ ス テ ィ ッ ク医学協会仙台寧翔局

簸 ご入由由嬢 噂 油漉し書す?
~
ご入金がな細 創 料 拗 れ主義 醸 すめやごす凄く庵き鴎

※ 当 日♯ は空きがある場合 の み 各 + 別旧 円 で 販売 しますが ､ 満席となる場合がありますの で 事前申込み をお勧め し ます｡
※ 時間割 や内容は

一

部変 更 に なる場合もあ ります の で ご 了 承 下 さい ｡ ※ ご入会後 のキ ャ ン セ ル に よ る返金は い た しか ねます｡


